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東 京 都 港 区 赤 坂 九 丁 目 ７ 番 １ 号
www.amova-am.com

当運用報告書に関するお問い合わせ先

コ ー ル セ ン タ ー  電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

第23期末（2026年6月22日）
基 準 価 額 10,928円
純 資 産 総 額 4,103百万円

第23期
騰 落 率 △ 12.3％
分配金（税込み）合計 0円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要な事項にかかる情報を記載したものです。その
他の内容については、運用報告書（全体版）に記載し
ております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

アジア・ヘルスケア株式ファンド
追加型投信／海外／株式

交付運用報告書
			   第23期（決算日2026年6月22日）

作成対象期間（2025年12月23日～2026年6月22日）

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上
げます。
さて、「アジア・ヘルスケア株式ファンド」は、
2026年６月22日に第23期の決算を行ないました。
当ファンドは、主として、日本を除くアジア
の金融商品取引所に上場されている医療関連企
業の株式を投資対象とする投資信託証券に投資
を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざし
て運用を行なってまいりました。
ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。
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運用経過
期中の基準価額等の推移 � （2025年12月23日～2026年6月22日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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期 首： 12,460円
期 末： 10,928円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：△ 12.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、期首（2025年12月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、日本を除くアジアの金融商品取引所に上場されている医療関連企業の株式

を投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なって
おります。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・�地政学的およびマクロ環境の不確実性が続くなか、期間中はインドのヘルスケアセクターが相対的に

ディフェンシブな特性を背景に底堅く推移したこと。
・�ボラティリティ（変動性）の高い市場環境において、中国のＣＲＤＭＯ（医薬品の研究、開発、製造

を包括的に受託する）セクターでは、企業ごとのばらつきはみられるものの、一部の主要企業におい
て受注残の拡大や増収増益基調が確認され、通期見通しに対する一定の信頼感が維持されたこと。
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＜値下がり要因＞
・�投資家の関心がＡＩ（人工知能）関連やテクノロジー分野に集まるなかで、セクターローテーション

の動きがみられ、中国および韓国の一部銘柄では利益確定の動きが観測されたことに加え、バイオテ
クノロジー分野はマクロ環境の不確実性や資金調達環境の影響を受けやすい特性もあり、相対的に軟
調に推移したこと。

１万口当たりの費用明細 � （2025年12月23日～2026年6月22日）

項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 69 0.576 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （15） （0.121） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （53） （0.439） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （ 2） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 3 0.027 （b）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 等 ） （ 3） （0.025） 印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 72 0.603

期中の平均基準価額は、12,043円です。
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することと

しております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。
（注）この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。
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（参考情報）
◯総経費率

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は2.37％です。

総経費率
2.37％

当ファンド
1.20％

当ファンド
1.20％

投資先
ファンド
1.17％

投資先
ファンド
1.17％

運用管理費用
（投信会社）

0.24％

運用管理費用
（販売会社）

0.88％

運用管理費用
（販売会社）

0.88％

運用管理費用（受託会社）0.03％その他費用 0.05％

運用管理費用
0.64％

運用管理費用
0.64％

運用管理費用以外
0.53％

運用管理費用以外
0.53％

（単位：％）
総経費率（①＋②＋③） 2.37
①当ファンドの費用の比率 1.20
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.64
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.53

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただけますが、期

中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2021年６月21日～2026年6月22日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額は、2021年６月21日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2021年6月21日 2022年6月21日 2023年6月21日 2024年6月21日 2025年6月23日 2026年6月22日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 12,100 9,119 9,225 9,293 10,467 10,928
期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 24.6 1.2 0.7 12.6 4.4
純資産総額� （百万円） 11,086 7,378 6,746 6,000 5,221 4,103

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。
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投資環境 � （2025年12月23日～2026年6月22日）

（アジア株式市況）
期間中、アジア株式市場（日本を除く）では、ＡＩ関連投資や半導体需要の拡大が主要な市場ドライバー

の一つとなりました。特にテクノロジーセクターの比率が高い北アジア市場（韓国・台湾など）が相対
的に市場の上昇を主導し、ＡＩインフラ需要の拡大を背景としたメモリー需要の増加などを受けて、業
績見通しの改善やバリュエーション（価値評価）見直しの動きがみられました。こうした環境のもと、
テクノロジー関連銘柄への資金流入が続く一方で、ヘルスケアを含む一部の非テクノロジーセクターで
は相対的に資金流入が鈍化する局面もみられました。

一方、2026年に入り中東情勢を巡る緊張が高まる場面がみられ、原油価格の上昇やエネルギー供給に
対する懸念が市場心理に影響を与えました。こうした環境のもと、アジアの原油輸入国を中心に、エネ
ルギー価格動向や外部環境の変化を背景として、通貨や株式市場のボラティリティが高まる場面もみら
れました。もっとも、これらの動きは地政学的な緊張の変化や各国の政策対応の影響を受けながら、概
して流動的に推移しています。

アジアでは、中国がヘルスケア分野を政策的に重要な産業と位置付け、革新的医薬品の開発やグロー
バル展開の促進に向けた支援を継続しています。また、ＡＩやロボティクスなどの先端技術との融合も
進められており、創薬や医療分野における技術革新の進展が期待されています。規制面では、医薬品の
迅速承認制度や価格制度の見直しなどを通じて、イノベーションの促進と医療費抑制のバランスを意識
した政策運営が進められており、薬価制度や民間医療保険の活用を含む制度整備も進展しています。こ
うした環境のもと、中国の医薬品企業では、ライセンスアウトや共同開発を通じた海外展開の動きが継
続しています。一方で、米中関係や規制動向を巡る不確実性は依然として存在しており、同セクターの
投資環境については引き続き注視が必要と考えられます。

（国内短期金利市況）
無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.73％近辺から、2026年６月の日銀金融政策決定会合にお

いて追加利上げが決定されたことなどを受けて、0.98％近辺で期間末を迎えました。
国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.63％近辺から、日銀による利上げなどを受けて、

0.92％近辺で期間末を迎えました。

5

アジア・ヘルスケア株式ファンド

交付_90002_642681_20260622_再校_アジア・ヘルスケア株式ファンド_1109026.indd   5交付_90002_642681_20260622_再校_アジア・ヘルスケア株式ファンド_1109026.indd   5 2026/07/15   16:12:352026/07/15   16:12:35



（為替市況）
期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。

当ファンドのポートフォリオ � （2025年12月23日～2026年6月22日）

（当ファンド）
当ファンドは、収益性を追求するため、「アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス）」

受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。

（アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス））
期間中のアジアのヘルスケアセクターは軟調な推移となり、アジア株式市場全体（日本を除く）に対

しても劣後する展開となりました。
地政学的およびマクロ環境の不確実性が高まるなか、期間中のパフォーマンスにおいては、インドの

ヘルスケアセクターがポートフォリオの下支え要因となり、相対的に底堅い推移となりました。とりわ
けインドにおいては、医薬品輸出企業に加え、ＣＤＭＯ（医薬品の開発・製造受託）や病院セクターの
中長期的な成長性に着目するとともに、医薬品企業については国内需要へのエクスポージャーが相対的
に高い企業を選好する当ファンドの投資方針が、一定の効果を示したと考えています。

中国では、不透明感やボラティリティの高い市場環境のなかで、ＣＲＤＭＯセクターが相対的に良好
なパフォーマンスを示しました。これらの企業では、業績の伸びや受注残の増加、通期見通しの維持な
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どが確認されており、中長期的な成長期待を支える要因となっています。また、肥満症治療薬などの分
野における研究開発の進展は、関連するサプライチェーン（供給網）を担うＣＲＤＭＯ企業にとって需
要拡大の機会となる可能性があります。ただ、個別企業の株価動向は規制動向や資金フローの影響を受
けやすく、期間中のパフォーマンスにはばらつきがみられました。一方、中国のヘルスケアセクターに
おいては、ＣＲＤＭＯ以外のサブセクターが総じて軟調な推移となる場面もみられました。米中間のバ
イオテクノロジー分野における規制動向や政策不透明感が意識され、グローバルな事業展開やライセン
ス取引の先行きに対する慎重な見方が広がりました。また、投資家の関心がＡＩをはじめとするテクノ
ロジー分野へ向かうなかで、ヘルスケアを含む一部セクターでは相対的に資金流入が鈍化し、株価の上
値を抑える要因となりました。韓国においても、ＡＩやテクノロジー、防衛関連分野への関心の高まり
を背景に資金の選別が進み、ヘルスケアセクターは相対的に低調なパフォーマンスとなる局面がみられ
ました。もっとも、こうした株価動向は主としてセクターローテーションや市場環境の影響による側面
が大きく、当ファンドの投資先企業のファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）や事業見通しの変化を
必ずしも直接的に反映したものではないと考えられます。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
運用の基本方針に従い、国債の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安全

性を重視した運用を行ないました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年12月23日～2026年6月22日）
当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指

数を設定しておりません。

分配金 � （2025年12月23日～2026年6月22日）
分配金は、基準価額水準や市況動向などを勘案し、以下の通りといたしました。なお、分配金に充当

しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第23期

2025年12月23日～
2026年６月22日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 2,567
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
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今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、「アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス）」受益証券を原則として高

位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。

（アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス））
ヘルスケア・バイオ・セクターを巡っては、米中間の競争が一段と意識されており、バイオテクノロジー

分野も安全保障上の重要領域として位置づけられています。米国では、対中投資規制の枠組みである包
括的対外投資国家安全保障法（ＣＯＩＮＳ法）の対象にバイオ分野を追加する動きがみられ、ライセン
ス契約や共同開発、出資などの対中取引を巡る監視が強化されつつあります。こうした環境下では、地
政学的リスクや規制動向がクロスボーダー取引の不確実性を高める可能性があり、市場では同分野に対
する評価や資金フローにも影響が及びやすい状況にあります。当ファンドでは、こうした不確実性を踏
まえ、中国バイオ医薬品企業へのエクスポージャーを機動的に調整するとともに、相対的に地政学的リ
スクの影響を受けにくい市場への分散を図る方針としています。

インドの国内医薬品市場は、2023年後半にかけて一桁台の伸びにとどまった後、足元では概ね二桁成
長が続いています。直近の成長は、新製品の投入や薬価調整に加え、慢性疾患向けを中心とした需要拡
大などが背景にあり、販売数量の回復も寄与しています。一方、インドの医薬品輸出企業については、
見通しは徐々に改善しつつあると考えられます。米国における医薬品輸入政策を巡る不透明感は引き続
き残るものの、現時点ではジェネリック医薬品が関税措置の対象外とされていることから、短期的な影
響は限定的とみられます。また、米国を中心とした主要市場における特許切れに伴なうジェネリック医
薬品の投入機会の拡大が期待されるほか、為替動向も収益に影響を与える要因となる可能性があります。

長期的な観点では、中国や韓国を中心としたアジアのバイオテクノロジー企業によるイノベーション
の進展が、同セクターの重要な成長ドライバーの１つとして注目されています。また、多地域臨床試験

（ＭＲＣＴ）を含むグローバル開発の進展により、アジア企業が創出したデータの国際的な評価は高まっ
ています。こうした中、当ファンドでは４つの主要分野に注目しています。１つ目は、免疫チェックポ
イント阻害薬「キイトルーダ」の後続となるがん治療パイプラインのデータ公表で、具体的には二重特
異性抗体と抗体薬物複合体の併用の可能性です。２つ目は、肥満治療のパイプライン開発における経口
剤への展開、長時間作用型注射剤の開発、筋肉量減少の予防です。３つ目は、ＲＮＡ療法（遺伝物質
ＲＮＡを用いて治療する医療技術）の進歩で、対象が既存の希少疾患だけでなく、有効な治療法が存在
せずニーズの高い分野を含む一般的な慢性疾患にも拡大していくことが期待されます。４つ目は、開発
期間短縮などに貢献するＡＩ活用型新薬開発です。

過去10年で、アジアのヘルスケア市場は規模と構成の両面で大きく変化してきました。当ファンドが
投資対象とするユニバースも大きく拡大し、かつてはインドのジェネリック医薬品企業や医薬品セク
ターへの集中度が高かったものの、現在では投資機会の裾野が広がっています。足元では、中国、インド、
韓国を中心に地域分散が進んでいるほか、医薬品に加えて、バイオテクノロジー、ライフサイエンス、
メドテック、病院・ヘルスケアサービスなど、多様なサブセクターが存在感を高めています。また、デ
ジタルヘルスやＡＩを活用したヘルスケアソリューションへの期待も高まりつつあります。こうした変
化により、アジアのヘルスケア市場は、地域・サブセクターの両面で、従来よりも多様な投資機会を提
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供する市場へと発展しているとみています。当ファンドでは、こうした構造変化とイノベーションの進
展を捉え、アジア・ヘルスケア市場の中長期的な成長機会の獲得をめざして運用を行なっています。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国

債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金
銭信託などに投資することもあります。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

お知らせ
2025年12月23日から2026年６月22日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。

当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資
産運用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付
表、第８条）

当ファンドの概要

商 品 分 類
信 託 期 間 2015年１月16日から原則無期限です。

運 用 方 針
主として、アジア（日本を除きます。）各国の金融商品取引所に上場されている医療関連企業の株式（これに準ず
るものを含みます。）を投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受
益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を
行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
「アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス）」受益証券
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法
主として、日本を除くアジアの金融商品取引所に上場されている医療関連企業の株式を投資対象とする投資信託
証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。大企業から中堅企業、ベンチャー
企業まで、幅広いユニバースから銘柄を選択します。原則として、為替ヘッジは行ないません。

分 配 方 針 毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。

追加型投信／海外／株式
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

-40

-20
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年6月末～2026年5月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 30.2 50.5 55.7 71.2 0.6 15.4 24.5
最小値 △ 29.4 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 3.2 17.9 23.1 15.6 △ 2.8 5.7 9.8

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年６月から2026年５月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）配当込み
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
指数について
●TOPIX（東証株価指数）配当込みは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配
当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属
します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指
数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マー
ケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサー
チ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。
なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、
対象インデックスを用いて行われるアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債
インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で
加重平均した指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-
EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨
建て国債を対象にした指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年6月22日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第23期末

％
アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス） 98.7
マネー・アカウント・マザーファンド 0.1

組入銘柄数 2銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

国内投資信託受益証券
98.7％

国内投資信託受益証券
98.7％

親投資信託受益証券
0.1％

その他
1.2％

○国別配分

シンガポール
98.7％

シンガポール
98.7％

日本
0.1％

その他
1.2％

○通貨別配分

円
98.8％
円

98.8％

その他
1.2％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券には外国籍（邦貨建）の受益証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第23期末
2026年6月22日

純 資 産 総 額 4,103,074,003円
受 益 権 総 口 数 3,754,701,932口
1万口当たり基準価額 10,928円

（注）期中における追加設定元本額は41,196,061円、同解約元本額は343,454,614円です。

アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス）

（円）

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2025/3/6 2025/5/6 2025/7/6 2025/9/6 2025/11/6

（2025年1月1日～2025年12月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2025年1月1日～2025年12月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2025年12月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ Samsung Biologics Company Limited 上場株式 韓国 8.5
2 Innovent Biologics Incorporated 上場株式 中国 6.4
3 Divi's Laboratories Limited 上場株式 インド 5.6
4 Sun Pharmaceutical Industries Limited 上場株式 インド 5.5
5 Beone Medicines Limited 上場株式 米国 5.0
6 Hansoh Pharmaceutical Group Company Limited 上場株式 中国 4.5
7 WuXi Biologics Cayman Incorporated 上場株式 中国 4.5
8 Alteogen Incorporated 上場株式 韓国 3.5
9 Torrent Pharmaceuticals Limited 上場株式 インド 3.5
10 Akeso Incorporated 上場株式 中国 3.3

組入銘柄数 38銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

上場株式
95.2％
上場株式
95.2％

その他
4.8％

【国別配分】

中国
33.7％
中国
33.7％

インド
27.5％
インド
27.5％

韓国
20.4％
韓国
20.4％

米国
5.0％

タイ
2.9％

香港特別行政区
2.4％

その他
8.0％

【通貨別配分】
※必要な情報が開示されておりません。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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組入上位ファンドの概要

アモーヴァ・アジア・ヘルスケア・ファンド（ＪＰＹクラス）

（円）

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2025/3/6 2025/5/6 2025/7/6 2025/9/6 2025/11/6

（2025年1月1日～2025年12月31日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2025年1月1日～2025年12月31日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2025年12月31日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ Samsung Biologics Company Limited 上場株式 韓国 8.5
2 Innovent Biologics Incorporated 上場株式 中国 6.4
3 Divi's Laboratories Limited 上場株式 インド 5.6
4 Sun Pharmaceutical Industries Limited 上場株式 インド 5.5
5 Beone Medicines Limited 上場株式 米国 5.0
6 Hansoh Pharmaceutical Group Company Limited 上場株式 中国 4.5
7 WuXi Biologics Cayman Incorporated 上場株式 中国 4.5
8 Alteogen Incorporated 上場株式 韓国 3.5
9 Torrent Pharmaceuticals Limited 上場株式 インド 3.5
10 Akeso Incorporated 上場株式 中国 3.3

組入銘柄数 38銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

上場株式
95.2％
上場株式
95.2％

その他
4.8％

【国別配分】

中国
33.7％
中国
33.7％

インド
27.5％
インド
27.5％

韓国
20.4％
韓国
20.4％

米国
5.0％

タイ
2.9％

香港特別行政区
2.4％

その他
8.0％

【通貨別配分】
※必要な情報が開示されておりません。

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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マネー・アカウント・マザーファンド

（円）

10,010
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10,070

2024/11 2025/1 2025/3 2025/5 2025/7 2025/9

（2024年10月16日～2025年10月14日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2024年10月16日～2025年10月14日）
該当事項はございません。

【組入上位10銘柄】
（2025年10月14日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

1 第454回利付国債（2年） 国債証券 円 日本 60.3
2 － － － － －
3 － － － － －
4 － － － － －
5 － － － － －
6 － － － － －
7 － － － － －
8 － － － － －
9 － － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

国内債券
60.3％
国内債券
60.3％

その他
39.7％
その他
39.7％

【国別配分】

日本
60.3％
日本
60.3％

その他
39.7％
その他
39.7％

【通貨別配分】

円
60.3％
円

60.3％

その他
39.7％
その他
39.7％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。

交付_90002_636843_20251014_マネー・アカウント・マザーファンド_1081044.indd   1交付_90002_636843_20251014_マネー・アカウント・マザーファンド_1081044.indd   1 2025/11/11   10:56:492025/11/11   10:56:49

13

アジア・ヘルスケア株式ファンド

交付_90002_642681_20260622_再校_アジア・ヘルスケア株式ファンド_1109026.indd   13交付_90002_642681_20260622_再校_アジア・ヘルスケア株式ファンド_1109026.indd   13 2026/07/15   16:12:362026/07/15   16:12:36




